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音楽発表会のご参観、ありがとうございました！
２月２８日（土）の「音楽発表会」には、ご多用の中、御参

観くださり、誠にありがとうございました。子ども達は、音楽
劇、合唱、合奏を通して、皆で一つになって頑張る姿を見てい
ただきたいという思いと共に、曲のもつ情感を伝えようと一生
懸命に練習を積んできました。皆様からいただいた子ども達へ
の温かな拍手やお声かけが子ども達にとっては何よりの宝にな
ったことと思います。これからも日々成長を続ける子ども達へ
のご支援、ご声援をよろしくお願いいたします。

お 知 ら せ

○「ＪＡ共済」小・中学生作文コンクール 受賞者
「ＪＡ共済」小･中学生作文コンクールにおいて、次の８名の皆さんが入選しました。受賞、おめでと

うございます！
【入選】Ｋ・Ｋ さん（１年生） Ｎ・Ｒ さん（２年生） Ｒ・Ａ さん（３年生）

Ｉ・Ｋ さん（４年生） Ｋ・Ｎ さん（５年生） Ｎ・Ｓ さん（５年生）
Ａ・Ｈ さん（５年生） Ｄ・Ｋ さん（６年生）

感じたことから

○「音楽発表会」の子ども達！
「音楽発表会」では、子ども達がとても素晴らしい歌声や演奏を聞かせてくれました。たくさんの発表

の中から、それぞれの学年毎の発表について少しだけ感想を伝えさせてください。

【１年生】 入学してから間もなく 1年が経とうとしている１年生。この 1年間での成長が、今回の発表
の中に凝縮されていたように感じました。「たぬきの糸車」の中での一人一人の語りは、強弱を付け、声
の質を変え、場面毎の登場人物の“嬉しさ”“悲しさ”“温かさ”が見事に表現されていました。心温まる
物語の世界がステージいっぱいに広がり、観ている私達をその世界に引き込んでくれました。この発表を
観ていると、４月から２年生として、新 1年生をお世話する頼もしい姿が目に浮かんできました。

【２年生】 音楽劇「スイミー」は、子ども達のハキハキとしたセリフ回し、大きく響き渡る声に加えて、
動きがしっかりと揃った動作が見事な発表でした。クラゲやエビなど、子ども達が見せる様々な動きから
海の中をイメージでき、そこで繰り広げられるスイミーの物語が臨場感を持って伝わってきました。スイ
ミーが目となり、大きな魚になったように、２年生の子ども達が大きく一つのまとまりになりました。最
後に歌いあげたように、これからも「みんなともだち」として一体感をもって過ごしてください。

【３年生】 何と豊かな表現力！“声の大きさ”“歌声の響き”“表情”“指先まで気持ちを込めた動き”
どれも素晴らしいものでした。音楽劇「とべないホタル」は、見応え、聴き応えが十分。劇の内容のよう
に３年生の子ども達が、日頃から明るく、楽しく、伸び伸びと、そして、互いを気遣う優しさ溢れる仲間
だからこそ、音楽劇が私達の心に響いてきたのだと思います。４月からは、上学年となりますが、ここで
表現したお互いを支え合う気持ちをもって、学校をリードする仲間でいてください。

【４年生】 綺麗な綺麗な歌声、そして、優しい優しい語り口で、温かくも悲しい「ごんぎつね」のお話
を音楽劇として、見事に表現してくれました。こうした表現ができるのも、いつも４年生のみなさんが優
しく穏やかな雰囲気の中で友だちと一緒に過ごしているからに他ならないでしょう。最後に歌った「ハロ
ーシャイニングブルー」の歌詞の中にある“やさしい声”“そっとささやいてる”を地で行くみなさんが、
“いつも仲間さ”と言える日々を、これからも送ってほしいと願っています。

【５年生】 「海の楽たい」という素敵なお話を音楽物語として、語りと歌、そして楽器を使って丁寧に
表現してくれました。船の上の音楽隊とクジラをはじめとする海の生き物たちとの交流が優しく、そして、
楽しく表現され、温かな気持ちが伝わってきました。楽隊と魚たちが織りなす交流を素敵なハーモニーで
表現してくれたように、４月からは学校をリードする最上級生として、全校みんなの調和を奏でる核とし
て、導いてくれることでしょう。学校のこれからを担うにふさわしい立派な姿の発表でした。

【６年生】 とんちが効いた「吉四六どん」のお話を愉快な語りと歌声で楽しく魅せてくれました。発表
のスタートから昔話をイメージできる演奏で私たちを惹きつけ、要所要所に演者の楽しい動作やせりふが
入り、とても見応え、聴きごたえがありました。そして、「マイバラード」の歌声と姿勢で見せてくれた
堂々とした姿は、この６年間積み上げてきた成長と、今後に向けた意志の強さを表してくれているようで
した。間もなく卒業を迎える６年生の今後を応援せずにはいられなくなる発表でした。


